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熊本都市圏における時間外の高次救急医療施設利用実態
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○正会員両角光男同友清員和同木島安史

表－１特定施設調査対象医療機関の概要１．研究の目的

今日、救急医療に対する市民の要求は、生命の危険

に関わるような緊急性が高い疾患に対する高度なサー

ビスから、時間外に発生したというだけで極めて初期

的な医療サービスまで、非常に多様化する傾向を示し

ている。今後、救急患者の受け入れ体制はいかにある

べきかを検討する予備段階として、熊本都市圏を事例

に、主として「時間外」の救急医療施設利用状況を調

査し、次の点を明らかにするのが本研究の目的である。

すなわち、①いつ②どこで③どのような患者が

④どのくらい発生し、⑤どのような手段で⑥ど

のくらい遠くまで受診に出かけるか、⑦紹介制度は

どのように機能しているか、などの点である。

以上のような視点から、本研究では、医学的にみて

緊急性が高い患者に限らず、時間外にサービスを求め

る患者を「救急患者」と規定して分析を進める。本報

告では、主として①いつ③どのような患者が、④

どのくらい発生しているかについての調査結果を述べ

る。

２．研究の方法

２．１．調査の考えかた

２つのアプローチを試みた。第１は救急医標の拠点

的な役割を果たしている医療磯関について、比較的長

い期間に亙り患者の利用状況を探る：特定機関調査。

また第２は、限られた期間ではあるが、まとまった地

域内に位置する全医療機関について患者の利用状況を

把握する：時間断面調査。前者については昭和６０年

度から昭和６１年度にかけて熊本赤十字病院救命救急

センターおよび熊本地域医療センター医師会病院の患

者調査を実施した。また後者についても、昭和６１年

度に熊本市内の医療機関の協力を得て、１週間の患者

調査を実施した。前者の調査で患者の施設利用実態を

詳しく把握した上で、後者の調査によって地域の全体

像を掴み、前者の詳細調査の位置付けを明かにしよう

と考えた。

２．２．特定施設調査の方法

２つの医療機関の概要を表－１に示す。調査期間中

に当該施設を利用した全患者について、次に示す記録

簿から関連事項を抽出してパーソナル・コンピュータ

＊１熊本大学助教授（工博）

「熊本熊本赤十字病院救命救急センター１
昭和５０年５月に２４時間の患者受入れ体制を持つ２

次救急医療機関として発足した。また昭和５５年３月に
は専用棟を整備し、熊本県の３次救急医療機関、熊本市
など県央地域の２次救急医療機関、また夜間については
熊本市の１次救急医療機関と位置づけられている。しか
し、救命救急センターでは「来院患者には全て対応する」
方針を取っている。

［熊本地域医療センター医師会病院］
昭和５６年１１月に熊本市中心部に位置する医師会員

の共同利用型病院として発足した。２４時間の患者受入
れ体制を採っている。昼間は病院設立の趣旨に従い、原
則として会員からの紹介患者のみを受け入れているが、
休日や夜間など時間外には熊本中央医療圏の１次救急医

療機関・２次救急医療機関として一般の患者も受入れて
いる。

に患者ファイルを作成し、集計分析した。

①能本赤十字病院救命救急センター：救急外来受付け

簿、患者退院番号受付け簿、救急外来日誌

②熊本地域医療センター：救急外来受付け簿、年末年

始救急外来受付け簿、救急外来夜間受付け簿、

救急車受付け記録簿、入院患者台帳、５０音別

患者台帳、カルテ

熊本地域医療センター（以降、地域医療センターと略

す）では調査対象期間中に帳簿が切り替わったため、

台帳の突き合わせ作業がかなり複雑になった。

調査対象は昭和５９年４月～昭和６０年３月の内、

最初に作業した熊本赤十字病院救命救急センター（以

降、救命救急センターと略す）において最も来院患者

が多かった昭和６０年１月を含むよう３か月毎に抽出

した４か月、すなわち、昭和５９年４月、７月、１０

月、昭和６０年１月である。資料として作成した患者

ファイルは、救命救急センター：6093名、地域医療セ

ンター：6641名分である。

２．３．時間断面調査

熊本市内の全医療機関(513機関）を対象に機関調査

票〈Ａ票）と患者調査票（Ｂ票）を配布した。患者調

査票については次に定義する救急患者について、医師

または看護婦に記入を依頼した。救急患者は、時間外

患者の分析に視点を置き、

①休日に来院した患者（全日）

②夜間に来院した患者、ただし夜間とは１９時か

*２鹿児島大学助教授（工博）＊３熊本大学教授（工博）
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表－２時間断面調査による患者数基本指標の集計結果表－３時間断面調査における患者調査票（Ｂ票）の回収枚数別医療機関数
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２．４．熊本都市圏の概要（図－１）

中心都市熊本は昭和５９年時点で人口550318人、

面積171平方Kmである。市街地は隣接町まで広がって

おり、機能的には周辺の１市18町２村が都市圏を形成

している。図－１には市町村人口と時間断面調査に基

く住所地別患者数と発生地別患者数を示した。

３．調査結果の考察

３．１．時間断面調査の調査票回収状況

表－２に、時間断面調査で捕らえた熊本市内医療機

関の患者数に関する基本指標を示した。電話等により

督促した結果、５１３機関中368機関から回答を得（回

収率71.7％）、患者調査票（Ｂ票）は1560枚回収した。

文字通り定義に従えば、日曜日の外来患者数と救急患

者数（Ｂ票回収枚数）は一致する筈である。数字が食

い違ったのは、あらかじめ予約していた場合は患者調

査票を記入しなかった医療機関や、調査タイトルが救

急患者調査となっていうとの理由で、軽症者について

は患者調査票を記入しなかった医療機関があったため

である。患者調査票の枚数はそれほど多くなかった

が、回答を得た医療機関は地域的にも診療科目という

点に於いても、特に偏りは見られない。回答を得た３

６８機関の内、定義した救急患者の該当者無しと答えた

機関が全体の51.9％、１週間の救急患者１～９人と答

えた機関が40.8％であった（表－３）。回答が無かっ

たのはほとんどが個人開業医であり、また回答があっ

た機関についても救急患者の数がＯまたは少数である

ことから、時間外に予約無しで訪れる患者や救急車で

運ばれるなどの、救急患者の定義に該当する患者数は、

熊本市全体でも調査で把握した数とそれほど開いては

居ないと思われる。仮に未回答の医療機関145機関の

内の半数が救急患者無しで、残りが５人程度と仮定す
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当の綴所

ら翌朝７時までの１２時間を指す。

③救命救急センターなど救急専門の窓口に自ら来

院した患者〈全日）

④消防磯関の救急車で搬送された患者（全日）

⑤救急性があるとの判断で他の医療機関から転送

された患者（全日）と定義した。

なお、513の医療機関の内訳は、国公立病院９、熊

本医師会員が運営する医療機関502、その他の医療機

関２であり、９２機関が病院、また４６機関が救急告

示機関である。調査期間は疾病の構成が季節的に比較

的安定していると言われる１０月を選び、昭和６１年

１０月２２日（水）０時～２８日〈火）２４時の一週

間とした。調査項目は①性別・年齢・住所、②発病

（受傷）の期日、③発病（受傷）の場所、④受傷原因、

⑤来院手段、⑥紹介の有無、⑦主訴、⑧患者の救急性

の有無に対する医師の判断、⑨病名、⑩処置後の転帰

状況などである。調査票は医師会検査センター職員お

よび研究室の学生が手渡しで配布し、後日郵送回収と

したｃ

患者調査表

Ｂ票回収敵
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来院日 外来患者敵

(人・回）

新入院患者数

(人）

在院患者数

(人）

患者調査票

(枚）

１０/２０（水）

/2３（木）
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合計 168,280 1753 1560

回答機関敵 354 337 340 368



（１時間あたり平均値単位人・回／時）
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ここで、特定施設調査に取り挙げた２つの医療機関

の位置付けを見ると、救命救急センターの患者数は夜
●

間174人、昼間153人でそれぞれ、全体の18.6％と２５

．０％、また地域医療センターの場合は夜間224人と昼

間４６人で、それぞれ全体の23.9％と７．５％である。

２つの医療機関が熊本耶市圏における救急医療の中核、

持に、時間外医療の中核として機能していることを裏

付けている。

３．２．２．特定施設調査（表－５）

２つのセンターはいずれも曜日区分で言えば日曜・

祝日、時間帯区分で言えば、準夜と深夜に多数の救急

患者が来院している。持に、土曜と日曜・祝日の準夜

ＩＦ）

・ｌ嘘間&&響打改8.k別記定舞(こ＆易．
ｏ２十曙I」の午後越禽んで（・だ”．．

特定施設調査による曜日別・昼夜間別延べ患者数表－５
熊本地域医療センター

ると、未回収の患者調査票は365枚程度で、実際の救

急患者数は回収したＢ票枚数の1.23倍という勘定にな

る。

３．２．救急患者数の曜日別変動

３．２．１．時間断面調査結果（表－４）

日曜日の患者数が最も多く、全体の1/３を占める。

その他の曜日は170人／日程度で、あまり大きな変化

はない。週前半に少なく、後半に多少増える程度であ

る。1560人の内、夜間の患者は936人、昼間の患者が

612人である。夜間の患者７日分と、日曜日の昼間の

患者数の合計が文字通りの時間外患者数であるが、そ

の数は1307人である。

時間帯区分 月火水木金土日・祝正月合計

1.9１．８１．７１．５１．５２．０３．０５．６２．１

（四ヶ月間の実数
深夜帯０時－８時

昼間帯８時-16時

鐘夜帯１６時-24時
不明

単位人・回）

１５５

０

４１９

０

［備考］

曜日別日数

月：18日

火：１７日

水：１６日

木：１６日

金：１６日

土：１６日

日・祝：２１日

正月：３日

士塵昼間の
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０
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妬
２
肥
０

１
４

旧
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羽
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１
４
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畑
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（１時間あたり平均値単位人・回／時）
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1.5

3.7

叩
郊
四
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１
１
４

24時間の平均
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1.1

1.8

3.3

表－４時間断面調査による曜日別・昼夜間別延べ患者数
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水：１６日
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金：１６日
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日・祝：２１日

正月：３日

士塵昼間の
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噸
舵
獅
０

函
蜘
職
０

晒
面
麹
０

１
１
３

ｌｒ７

１２０

３２５

０

的
砺
両
０

１
１
４

狐
画
加
０

謁
麺
噸
０

0.9

1.0

2.6

合計０時-24時 833７１４６６９５８０５８２７７１１５３３４０３６０９３

1.2

1.2

2.9



日曜，祝日

表－６時間断面調査および特定施設調査による曜日区分別患者数の時間帯変動単位人・回／時間

熊本赤十字病院救命救急センター熊本地域医療センター時間断面調査

(368機関）
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1５

である。午前中は外来受付けをしている医療機関が多

く、当然のことながら、定義に該当する救急患者は少

ない。正月３が日は午前１１時頃に大きなピークがあ

り、午後は早い時間帯から患者の来院割合が減る。こ
れは、夜間の活動が少ないためである。地域医療セン

ターでは正月３が日の午前11～12時に１時間あたり３４

．３人を記録しており、混雑ぶりがうかがえる。

３．４．救急患者の入院状況（表－７）

時間帯区分と曜日区分に着目すると、平日昼間帯の

入院率が高い。入院が直ちに重症を意味するとは限ら

ないが、一般的には重症者が多いと考えられる。時間

農
1０

図－２時間断面調査および特定施設調査による時間帯:Ｉ

は平均して、１時間あたり４．０人前後である。また正

月３が日は患者を受け入れる医療機関が限られるため、

これら２つの医療機関に集中している様子がうかがえ

る。正月の昼間には平均１時間あたり患者数は合計で
31.7人時間に上る。

３．３．救急患者数の時間別変動（表－６，図－２）

時間断面調査による368医療機関の資料と、特定施

設調査による２つの医療機関の資料を並べて表示した。

３つの資料はほほ一致した傾向を示し、日曜・祝日は

午前中と夜間19～20時に患者のピークがある。これに

対し、平日は夜間19～20時に大きなピークがあるだけ

公舎主宰鱈鼻

５

４（時）

４（時）
４（時）

別患者数到着割合
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表－７時間断面調査および特定施設調査による患者表－８時間断面調査および特定施設調査による患者
の入院状況の年齢構 成
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5１（5.3）

９（0.9）

６（0.6）
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０（0.0）

７（０．７）

０（０．０）

３（０．３）

サンプル数人．回

１５６０

注）

ｏ３６８殿関叶の堪合、時間帯は昼間（７時～１９時）と夜闘（１９時～７時）の
２区分である．

ｏ散命救勉センター：傭本赤十字散命救勉センター
･地域医療センター：鱒本地埴医療センター

断面調査による368機関の平均で36.4％を示す。救命

救急センターや地域医療センターの入院率はやや低い

が、それでも、それぞれ28.0％と23.8％である。しか

し、準夜帯や深夜帯、それも、日曜・祝日や正月の場

合は特に患者の入院率が低く、１０％台かそれ以下であ

る。３つの資料を比較すると全般に地域医療センター

の患者の入院率が低く、逆に救命救急センターの患者

の入院率が全般に高い。後者が高い値を示すのは、熊

本県の３次救急医療機関と位置付けられており、県内

各地から搬送される重症者の数が他より多いためであ

る。

３．５．救急患者の年齢構成（表－８〉

３つの調査資料の何れを見ても０～４才児と５～９

才児など小児の割合が高い。地域医療センターの場合

は特にその傾向が強く、０～４才時の割合は46.3％、

５～９才時の割合も11.9％となっている。０～９才児

を合計すると５８％を超える。先の入院率の低さは、

少しでも早く診察を受けさせたいとする周囲の人々の

判断で来院する小児の救急患者が多い、言い換えるな

ら病気の種類としては軽症だが、周囲の気持ちとして

は早く処置して欲しいから連れて来たという患者が多

い為と考えられる。

時間断面調査の資料によって曜日区分や時間帯別に

比較すると、平日よりは休日の方が、また昼間よりは

夜間の方が小児の割合が高く、時間外にはこうした小

児患者の割合が高くなることを裏付けている。因みに、

昭和５９年における熊本市の人口統計によると、０～

3７ ６ 2４ 787
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１（4.0）

２（０．７）

１（0.4）

１（０．４）

０（０．０）

０（０．０）

３．６．救急患者の疾病構成（表－９〉

呼吸器系疾患（ぜんそくが多い）の患者が圧倒的に

多く、救命救急センター、地域医療センター、その他

の医療機関いずれも32.0％～42.5％に上る。損傷・中

－３９－

時間断面調査による患者の疾病構成表－９
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４才の構成比率は14.8％、 5～９才は7.2％である。

220（23.0

4５（１３．８）

1４（４．３）

４（1.2）

６（1.8）

７（2.1）
Ｉ（0.3）

4１（14.9）

Ｉ（０．４）

８（2.9）

２（０．７）

３（１．１）

０（０．０）

5６（16.3）

2８（２．９）

８（0.8）

1４（1.5）

1３（1.4）

I（０．１）
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地域別１．０００人当たり平均来院患者敵（４ケ月分）および入院率

螺本地域医療センタ

中央部地区１．０００人当たり
平均来院患者数（４ケ月分）

懸

熊本歩十字病院救命救急センター

東郁地区１．０００人当たり

平均来院患者数（４ケ月分）

《戦

議すi誰i聯奏f:＝
図－３救命救急センターと地域医療センター利用者の地域分布と入院率

地域別入院率

調
全体

入院率

}::：
粥:：
１６．０

１５．７

毒に区分される「外傷のみ」の患者が14.0％～16.0％

でこれに続く。年齢構成からも分るように小児に多い、

比較的初期的な処置出対応できるような疾患の割合が

大きい。これに対し、循環器系疾患や神経・感覚器系

疾患など一般に緊急性が高く、また、高度な処置を必

要とする疾患の割合は小さい。

３．７．医療機関の所在地と救急患者の住所地の関係

（図－３）

図－３は熊本都市圏を１４地区に分け、また救命救

急センタ・と地域医療センターが位置する地区につい

ては校区に再区分して、夜間人口１０００人あたりの４

ヶ月間の救急患者数を利用機関別に集計した結果を示

す。都市圏の東よりに位置する救命救急センターは都

市圏東部や北部の住民が多く利用しており、都市圏の

西よりに位置する地域医療センターは逆に都市圏南部

や西部の住民が多く利用している。２つの医療機関が、

その位置的条件から地域分担する形になっていること

を示す。

次ぎに入院率を見ると２つの医療機関の平均入院率

に違いがあるが、いずれも医療機関の近くからの患者

は入院率が低いのが読み取れる。これら２つの医療機

関は本来、都市圏の高度な救急医療を提供する施設と

して整備された．文字通り機能していれば、患者の出

現率はあまり変らないはずである。､図－３の数字は既

に見たように、初期的医療の拠点として近隣からの利

用が多いことを示している。

４．まとめ

３つの調査結果の概要を述べた。時間外にまとまっ

た救急医療需要が存在しており、夜19～20時前後にか

なり集中する傾向があること、時間外の救急医療需要

の大半は小児の初期的な処置で対応できることなどが

明かになった。需要の量的把握はサンプル数が少なく、

まだ不十分であるが、熊本都市圏の場合、住民Ｑ施設

アクセシビリティや、医療機関の労働負担軽減と重症

者への対応を考えるなら、小児の初期診療を行う時間

外医療サービス拠点を幾つか設ける必要性を示唆して

いる。
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